
FACTFULNESS(ファクトフルネス)−10の思い込みを乗り越え、
               データを基に世界を正しく⾒る習慣
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 ファクトフルネスとは、「事実やデータに基づき、正
しく世界を読み解く」ことです。⼈間は最新の情報にア
クセスできる環境にいながら、本能や思い込みに影響を
受け、ありのままの世界を正しく理解していないケース
が多々あります。その問題の解決策として、スウェーデ
ンの医師・公益衛⽣学者のハンス・ロスリングとその息
⼦夫婦がこの本でファクトフルネスを提唱しています。
皆さんもぜひこの本を読んでファクトフルネスについて
知り、世界を正しく⾒る習慣を⾝につけましょう！
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「死」とは何か イェール⼤学で23年連続の⼈気講義 完全翻訳版
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⼈は必ず死ぬ。
だからこそ、どう⽣きるべきか

 この本は、道徳哲学・規範倫理学の専⾨家として知られ
ているイエール⼤学の教授、シェリー・ケーガンが�23年
も⾏っている⼈気講義をまとめた1冊となっています。内
容は�死に直⾯したときの精神論についてではなく、そも
そも「死」とは何なのか？との根本的な疑問について、ケ
ーガン教授が⾃ら投げかけた問いを考察していきます。
余命宣告をされた学⽣が、“命をかけて”受けたいと願っ
たという伝説もある、そんな世界最⾼峰の「死」の授業を
お楽しみください！
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